
 

 

＜報告事項＞                             

 

 

 令 和 ３ 年 度 事 業 報 告 書  

 

協会は、会員企業の円滑な事業推進のための環境を整えることをモットーに、事務局

の運営方法の改善を図りながら、各種研修会・講習会の実施、関係法令等の情報提供、

東京都予算・制度改正等に対する知事や政党への要望、建設業界などの各種団体への働

きかけなど、組織団体だからこそできる活動・事業を鋭意推進してきた。また協会の実

質的な活動を支える８つの委員会、その下の分科会や勉強会、プロジェクトチーム、さ

らには３つの部会は、コロナ禍でオンラインを活用するなどして、それぞれが設定した

課題の解決・目標の実現に向け活発な活動を行ってきた。 

以下、主な活動を報告する。 

 

 

１．適正処理・資源循環推進事業  

(1)  調査研究事業 

  1)  調査研究  

    適正処理の推進と循環型社会・デジタル社会の進展に向けた調査研究を行

い、東京都などに対し提案・要望を行った。  

  ・令和４年度東京都予算要望について、都議会各政党に要望活動を行った（令和

３年８月）。東京都知事ヒアリングは文書にて要望を行った（１１月１日付）。 

  ・東京都廃棄物審議会での「東京都の資源循環及び廃棄物処理に係る施策の方向

性」の議論に、鈴木会長が審議会委員として参加した。  

・東京都のパブリックコメント「東京都の資源循環及び廃棄物処理に係る施策の  

方向性 中間とりまとめ」に対して、専務理事名で意見を提出した（６月末）。  

 

2)  普及啓発  

調査研究等により得た結果や情報等については、機関誌「とうきょうさんぱ

い」やホームページ、各種研修会、相談業務を通して提供した。 

  

(2)  研 修 事 業  

1)  一般研修事業  

  上智大学法科大学院からの依頼を受けて、セミナーで「プラスチック資源循

環への廃棄物処理業界の取組み」について、専務理事がオンラインで講義を行っ

た。（１１月１７日） 

 



 

 

①   建設廃棄物・四団体合同勉強会                ３９名 

〔 本協会・建設廃棄物委員会 主催 〕 

参加団体 ： (一社)東京建設業協会   (一社)東京建物解体協会 

 (一社)東京都中小建設業協会 

 (一社)東京都産業資源循環協会 建設廃棄物委員会 

期  日 ： 令和３年１０月１５日                 

講  師 ： 東京都環境局資源循環推進部産業廃棄物対策課指導担当 

       東京都環境局資源循環推進部産業廃棄物対策課審査担当 

       ダイヤリフォーム㈱、JIS 原案作成委員 

       (一社)東京建物解体協会 

       (一社)東京都産業資源循環協会 

内  容 ： ・電子マニフェストの普及等について 

       ・廃棄物処理施設等の更新及び交換に係わる手続きについて 

       ・再生骨材コンクリートの普及拡大を図るための新たな挑戦 

・太陽光パネルの撤去・処分の今後の問題について 

・建設廃棄物業界の DX（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）化の進捗と課題 

   場  所 ： エッサム神田ホール２号館（千代田区） 

 

② 医療廃棄物排出事業者向けセミナー   ～開催なし～           

〔 本協会・医療廃棄物委員会 主催 〕     

③ 医療廃棄物適正処理研修会       ～開催なし～              

〔 本協会/東京都環境局/(公社)東京都医師会 主催 〕  

   ④ 産業廃棄物処理実務者研修会 基礎コース   ～開催なし～           

〔 本 協 会  主 催 〕                                                

〔 実 施 機 関 ： (公社)全国産業資源循環連合会 実施協力：本協会 〕    

       

2)  講習会事業（許可申請等に関する講習会）  

東京都内で実施される許可申請に関する収集・運搬課程、処分課程及び特別管

理産業廃棄物管理責任者の講習会を、実施機関である(公財)日本産業廃棄物処

理振興センターに協力し、新型コロナウイルス感染防止対策として、多くはＷｅ

ｂ申込によるオンライン学習の後、会場で試験を受ける方法で実施した。  

① 新規許可申請講習会                          ８９６名 

ｱ 産業廃棄物の収集・運搬課程 

  令和３年 ９月   ２回 開催  ９２名

  令和３年１０月    ３回 開催  １６６名   

  令和３年１１月    ２回 開催  １１３名   



 

 

  令和４年 １月    ２回 開催  １１２名   

  令和４年 ２月    １回 開催  ５７名   

  令和４年 ３月    ３回 開催  １６７名   

ｲ 産業廃棄物の処分課程 

  令和３年１０月   １回 開催 ３８名  

  令和４年 ３月   １回 開催 ５０名   

ｳ 特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 

  令和３年１０月   １回 開催  ５０名  

  令和４年 ２月   １回 開催  ５１名   

ｴ 特別管理産業廃棄物の処分課程 

  ～開催なし～ 

 

   

② 更新許可申請講習会                    １，２３９名 

ｱ 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 

  令和３年 ６月    ４回 開催  １９１名

  令和３年 ７月    ４回 開催  １９７名   

  令和３年 ９月    ２回 開催  ９９名   

  令和３年１０月    ３回 開催  １８５名   

  令和３年１１月    ４回 開催  ２４７名   

  令和４年 １月    ２回 開催  １１７名   

  令和４年 ３月   ２回 開催  １１８名  

        

ｲ 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の処分課程 

  令和３年１０月   １回 開催 ３７名  

  令和４年 ３月 １回 開催 ４８名   

        

③ 更新許可申請講習会（講義ビデオ視聴型講習会）         ３３名                

ｱ 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の収集・運搬課程 

  令和４年１月２６日     

         

ｲ 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物の処分課程 

  ～開催なし～  

 

   

④ 特別管理産業廃棄物管理責任者講習会             ２，１２２名 

  令和３年 ６月   ４回 開催  １９４名  



 

 

  令和３年 ７月    ４回 開催  １８５名   

  令和３年 ９月    ６回 開催  ２８０名   

  令和３年１０月    ５回 開催  ３０１名   

  令和３年１１月    ４回 開催  ２４１名   

  令和４年 １月    ４回 開催  ２４３名   

  令和４年 ２月    ２回 開催  １１８名   

  令和４年 ３月    ６回 開催  ３６５名    

        

⑤ 特別管理産業廃棄物管理責任者講習会（医療関係機関等対象）     

  令和３年１０月   １回 開催  ３６名   

  令和４年 ２月   １回 開催  ４１名   

      

 

⑥ ＰＣＢ廃棄物の収集運搬作業従事者講習会              

  令和３年 ９月   ２回 開催  ３５名   

  令和３年１０月   １回 開催  ４５名   

  令和４年 ２月   １回 開催  ３８名   

      

(3)  相談指導事業    

専任相談員を配置して相談指導事業を週３日行った。令和３年度の相談件数は、 

２，１５２件であった。 

 

令和３年度の相談実績    

Ⅰ 照会・相談・質問 

区分内訳 

 ( ２，１５２ 件の内訳) 

 Ⅱ 照会・相談・質問

者内訳 

 Ⅲ 照会・相談・質問 

 内容内訳 

電話 

処理先照会 1,666  
排出事業者等 1,827 

 会員紹介 1,764 

相談事項 172   法令 154 

質問事項 307  処理業者 89  処理方法 98 

FAX 処理先照会 

相談・質問事項 
7 

 建設業関係 95  契約書・管理票 76 

WEB 等  行政機関 45  リサイクル関連 4 

計 2,152 

 コンサル 9  建設廃棄物 0 

 医療機関 36  許可関係 

（講習会関係以外） 
27 

一般都民 51 

    その他 29 

 



 

 

２．環 境 対 策 事 業  

(1) 環 境 活 動 

令和２年度に集めたベルマークの集計作業を行った。（６月） 

 

(2) 環境対策事業  

東京都産業労働局の依頼を受け、豚熱対策のための野生イノシシへの経口ワクチ  

ンを散布できる土地の提供者を募集した。  

（機関誌「とうきょうさんぱい」 第３６９号に掲載） 

 

(3) 災害廃棄物対策事業 

西秋川地区（あきる野市・日の出町・檜原村・奥多摩町）の災害廃棄物処理計画

の策定会議に参加した。（７月５日～令和４年３月２５日） 

 

３. 普 及 事 業  

(1) 普 及 事 業 

   1) 普及・広報活動 

協会の社会的意義や取組状況などを、機関誌「とうきょうさんぱい」をはじめ、 

ホームページ等で紹介し、広報に努めた。 

 

2) 図書等の有償頒布 

                  有償頒布図書              

マニフェストシステムがよくわかる本          ４３部

建設廃棄物処理委託契約書          １，３４３部 

建設廃棄物処理委託契約書様式及び記入例         ２０３部 

 

車両表示板作製あっせん受注実績 

（令和３年４月をもって終了した。） 

 ＊会社数 受注枚数 

マグネット(着脱)式 1 社 1 組 

シート(固定)式 1 社 5 組

合   計 2 社 6 組

＊会社数は、複数の形式を受注したものを整理した純数  

 

 



 

 

    3)  産業廃棄物管理票（マニフェスト）普及事業 

廃棄物処理法で義務づけられている、産業廃棄物管理票（マニフェスト）に

ついて、(公社)全国産業資源循環連合会及び建設六団体副産物対策協議会から

受託し販売した。 

また、電子マニフェストシステムについては、電子マニフェストの運用を円

滑に行うための「電子マニフェスト用産業廃棄物送り状（受渡確認票）」〔(公

社)全国産業資源循環連合会 発行〕の販売を行った。 

 

   産業廃棄物管理票普及実績         

種  類 単 票 連続票 計 

産業廃棄物 
直行用 142,700 セット 103,500 セット 246,200 セット 

積替用 24,100 セット 45,500 セット 69,600 セット 

建 設 系 廃 棄 物 305,600 セット 253,000 セット 558,600 セット 

合   計       874,400 セット
*
 

＊対前年度比  91% 

 

電子マニフェスト用産業廃棄物送り状頒布実績  

電子マニフェスト用産業廃棄物送り状（受渡確認票） １１，４００セット 

                                    

電子マニフェストに係る説明会   ～開催なし～                       

〔 (公社)全国産業資源循環連合会業務委託「電子マニフェスト運用支援業務」 〕 

 

(2) 機関誌の発行事業 

会員に対する基本的な情報伝達手段である、機関誌「とうきょうさんぱい」は第  

   ３６８号から第３７９号まで発行した。 

    内容は、協会、(公社)全国産業資源循環連合会、環境省、東京都の動向等を中心に  

 確実性と速報性に富んだものとして誌面の充実を図った。 

<主な記事>   

①   第３６８号 業界別人材確保支援事業 

     「環境ビジネス☆インターンシップ＆業界研究フェア」を開催 

②   第３６９号 就任のご挨拶 東京都環境局／八王子市 関係職員 

③   第３７０号 ［第９回定時総会］ 

令和２年度事業報告、決算報告 

④   第３７１号 新入会員と協会役員との懇談会 

⑤   第３７２号 ［中間処理委員会］ 



 

 

プラスチックのケミカルリサイクルに関する意見交換会を

開催 

⑥   第３７３号 写真で振り返るＴＯＫＹＯ２０２０ 

      東京オリンピック・パラリンピック大会のまとめ 

       ～東京都産業資源循環協会のかかわり 

⑦   第３７４号 ［全国産業資源循環連合会］ 

       全産連 プラスチック資源循環法について国に要望 

⑧   第３７５号 ［建設廃棄物委員会］ 

東京建設業協会・東京建物解体協会・東京都中小建設業協会

との四団体合同勉強会を開催 

⑨   第３７６号 新入会員と協会役員との懇談会 

⑩   第３７７号 ［安全衛生推進委員会］ 

             令和３年度 安全衛生標語コンクール入選作品決定 

⑪   第３７８号 令和４年度 東京都予算案発表 

⑫   第３７９号 令和４年度 事業計画および予算 決まる 

 

(3) 会 員 事 業 

1) 会員研修事業 

会員企業における、経営基盤の安定、法令の習熟、廃棄物処理知識の充実、資  

  質の向上を図るため、経営者レベル、実務者レベルなど各職層に合わせた研修会､  

    講習会を実施した。   

①国内処理施設見学研修会   ～開催なし～    

②安全衛生研修会                               

〔 安 全 衛 生 推 進 委員会 主催 〕 

  ｱ 第１回 安全衛生研修会 

期 日 ： 令和３年１０月２８日  ４７名 

内 容 ： 第一部「コロナ禍における安全管理 

    ～個人でできる予防策・対策、企業が取り組むべき対策～」 

第二部「我が社における安全衛生推進の取組み」 

講 師 ： 第一部 ㈱リバランス 保健師  

第二部 ㈱都市環境エンジニアリング  

今年度の安全衛生表彰被表彰事業所の長 

場 所 ： エッサム神田ホール２号館（千代田区）  

ｲ 第２回 安全衛生研修会  

期 日 ： 令和４年２月２日 ５３名 

内 容 ： 第一部「産業廃棄物処理業における労働災害防止対策について 



 

 

 ～併せて労災事故が減少した他業界の取組み事例～」 

第二部「みんなで学んで労災を防止！ 

     ～産業廃棄物処理業の現場から見えること～」 

講 師 ： 第一部  東京労働局  

第二部  中央労働災害防止協会  

場 所 ： エッサム神田ホール２号館（千代田区）及びオンライン  

 

③「事例から学ぶリスク管理」オンラインセミナー                           

〔 収 集 運 搬 委 員 会 主催 〕 

期 日 ： 令和３年１１月１６日   ４６名 

内 容 ： 第 1 部 昨今の事故事例から検証するリスク管理 

第 2 部 同業車輌のドライブレコーダー動画から見る 

事故防止・ヒヤリハット研修 

講 師 ： 第 1 部 ティー・ビー・ロジスティックス㈱ 

第 2 部 ㈱ハチオウ  

場 所 ： オンライン  

 

2) 会員交流・増強事業 

① 会員の連携強化と協会の活性化を図るため例年行ってきた、総会後の懇親会、

賀詞交歓会、多摩支部会時の懇親会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、中止とした。 

② 会員数の維持・増加を図るため、入会希望者に対して丁寧な説明を行うなど、

あらゆる機会を活用して会員数の維持・増加に努めた。 

また、新入会員から協会への要望等を聞くため、意見交換会を２回（６月９日、

１１月１０日）開催した。  

会 員 数 の 推 移 

 正 会 員 賛助会員 計 

令和 ２年度末会員数 ５４６ ７８ ６２４ 

令和 ３年度入会者数 ３ ７ １０ 

     〃    退会者数   ８ ６ １４ 

令和 ３年度末会員数 ５４１ ７９ ６２０ 

 

③ 関係団体との協力では、(公社)全国産業資源循環連合会、関東地域協議会の諸 

活動に参画し、積極的に情報交換等を行った。また、排出事業者等の諸団体と適

正処理の推進と業界発展に向け、協力・交流を継続した。 

 



 

 

3) 顕彰・表彰事業 

令和３年度は、『優良事業所表彰』７社、『功労者表彰』２名、『優良従事者

表彰』８名、安全衛生表彰『会長賞表彰』１社を表彰した。 

 

4) 人材の確保に向けた採用支援 

①  人材確保プロジェクト 

   ５月１７日・７月７日・１１月１８日・３月１１日にＷｅｂで開催した。  

機関誌での波及活動として、プロジェクトメンバー企業に入社した新入社員 

  にインタビューを行い、機関誌（第３６８号から第３７５号）に掲載した。 

会員企業に行った「人財課題・定着率アンケート」の結果を基に「ドライバ 

ー採用支援セミナー」を１０月６日にＷｅｂで開催した。 

②「業界別人材確保支援事業」（東京しごと財団 業界団体支援事業） 

本事業は、平成３０年度～３１年度に受託した「団体別採用力スパイラルア 

      ップ事業」の支援実績がある業界団体を対象とし、東京都が（公財）東京しご 

    と財団と連携して行ったものである。当協会は、中小企業が多様な人材の活用 

や柔軟な働き方の推進により、新たな人材の確保や定着につなげる更なる取組 

 を支援する「ステップアップコース」を本事業の受託会社であるアデコ㈱（賛 

助会員）と協力して取り組んだ。 

〇個別ヒアリング 

・企業の課題に合わせ、コンサルによる具体的な解決方法等のアドバイス 

             訪問企業 １６社、 訪問回数 ８０回 

〇波及・啓発 

・好事例集の作成と好事例発表会の開催 

              好事例発表会（Web）令和４年３月２４日 

 好事例集３００部配布、機関誌掲載予定（開催概要報告） 

 

5) 廃プラスチック国内有効利用実証事業  

     東京都環境局、（公財）東京都環境公社、太平洋セメント㈱及び当協会とで締

結した協定に基づき、令和２年５月から、廃プラスチックを北海道及び大分県の

セメント工場で原燃料として利用するための実証事業を行った（令和２年度・３

年度の２か年事業）。参加企業を協会が半年ごとに募り実施した。令和３年度は

前半５社が参加し、後半途中から６社での参加となり、３月８日の大分工場行き

で事業を完了した。  

 

  6) 電子マニフェスト普及促進事業 

    東京都環境局、（公財）東京都環境公社、当協会で令和３年５月に締結した協 

定に基づき、適正処理及び事務の効率化、排出事業者責任の徹底を進めるために 



 

 

電子マニフェスト利用促進に向けた普及啓発を行った。 

三者の役割は以下のとおりである。 

【東京都環境局】事業全体の進捗管理、事業実施のための必要経費の負担等  

【公    社】講習会等の実施によるアドバイザーの育成、事業実施に係る 

備品の調達及びアドバイザーへの貸与に係る調整等 

【協    会】会員への本事業に係る周知、参加事業者の募集及び公社への 

推薦等 

当協会会員企業で産廃エキスパート取得企業１１４社に５月に募り、募集枠 

２０に対し２１社の参加となり、東京都環境局より普及促進アドバイザーとして 

    認定された。 

この事業により、電子マニフェストを導入した排出事業者や、導入の検討を始

めた排出事業者が増えている。 

 この事業は官民連携で実施した事業のため、東京都環境局のホームページなど

へ掲載することにより、電子マニフェスト導入に向けた機運が高まった。 

ＪＷセンターの「産業廃棄物適正処理に係る業種別事例集」でもこの事業が取

り上げられた。 

 

４．管 理 運 営    

 (1)  総 会 （１回）  

 第９回定時総会  期 日 ： 令和３年 ５月２７日  

          場 所 ： エッサム神田ホール２号館（千代田区） 

          議 案 ： ①令和２年度事業報告 

                ②令和２年度決算報告承認の件 

          出席者 ： ４０７名（委任状・議決権行使書を含む） 

 

(2)  理事会 （定例会６回） 

 第６８回理事会   期 日 ： 令和 ３年 ５月１２日 

 第６９回理事会  期 日 ： 令和 ３年 ７月１４日  

 第７０回理事会  期 日 ： 令和 ３年１０月１３日  

第７１回理事会  期 日 ： 令和 ３年１２月 ８日  

第７２回理事会  期 日 ： 令和 ４年 １月１２日  

第７３回理事会  期 日 ： 令和 ４年 ３月 ９日    

 

(3)  常任理事会 （３回） 

令和 ４年 1 月 12 日 令和 ４年 3 月 9 日 令和 ４年 3 月 22 日 

 



 

 

(4)  協会事務運営 

1) 会費の集金事務 （自動振替のすすめ） 

正会員会費の「預金口座振替制度」は既に実施していたが、協会事務の効率化

と請求書発送料等通信運搬費の削減のため、原則預金口座からの自動引き落と

しとすることを令和元年７月の理事会で決定している。８月現在、７９％の正会

員企業が自動振替となっていた。８月に預金口座振替制度の利用拡大を、収集運

搬業の会員５４社に１０月末日締切にてお願いしたなどの結果、８２％まで利

用率があがった。  

 

2) 会員への電子メールによる情報提供 

情報提供の迅速化、複数回の連絡による周知徹底等のために、電子メールによ 

   る情報提供を進めた。 

     メールアドレスを登録いただいた正会員は約２９０社（全体の５２％）、賛助 

 会員は３４社（全体の４３％）までになったが、国や東京都、(公社)全国産業 

 資源循環連合会などから急ぎの調査依頼などがあるので、会員の多くの方々の 

メールアドレスの登録を期待している。 

 

５．委員会・部会活動    

(1) 総務委員会 

１１月１０日・３月２２日に、事業計画や執行に関する基本的事項や横断的事

項、協会の財政基盤強化策などについて協議し、調整を行った。 

 

(2) 法制度検討委員会 

４月２８日・８月５日は書面開催、６月２３日・９月２４日・１２月７日は対

面で委員会を開催した。 

令和３年度の検討テーマを下記２項目とした。 

①   収集運搬業積替え保管許可の規制緩和について  

②   今の市場環境が必要とする廃棄物積替え保管施設とは 

積替え保管施設についてのアンケート調査票を正会員全社と関東の各県・政令 

市に９月に発送。会員企業からは７１社、自治体からは１８県・市より回答があ

った。 

     

 (3) 広報委員会 

機関誌「とうきょうさんぱい」の発刊 

① 機関誌発刊のため、毎月１回（年１２回）委員会を開催した。 

（５月～９月：Ｗｅｂ会議、１０月：対面＋Ｗｅｂ会議、１１月～３月：Ｗｅｂ会議） 



 

 

② 記事内容については、法令関係等会員各位へ迅速にお知らせすべき事柄に 

 注力した。 

③ 協会主催の行事内容については、詳細に伝達した。 

④ 協会各役員の協会運営への方策活動について伝達した。 

⑤ 資源循環情報等会員各位の事業について積極的に紹介した。 

⑥ 会員各位の協力を得て「新入社員インタビュー」の連載を開始した。 

⑦ 会員読者の誌面への参加を求めた。 

 

(4)  安全衛生推進委員会 

委員会を６月２２日・１１月１５日・３月１５日に開催した。  

①   安全衛生研修会（１０月２８日・２月２日）  

〔本議案書 P7～ 3.(3)-1)-② 参照〕 

②   安全衛生標語募集を行った。（７月～。２月研修会で表彰。標語ポスター作成）  

③  「中災防安全衛生サポート事業 個別支援」を利用した会員企業向けの事業

を行った。団体支援では個別支援での会員企業のサポート事業をもとに２月

２日の安全衛生研修会で講演を行った。  

④ 安全衛生活動に顕著な実績を示した１名（安全衛生表彰『会長賞表彰』）を  

  表彰した。（５月）  

⑤ 協会名入り安全衛生ポスターを会員各社に配布した。（８月）  

⑥ ヒヤリハット事例を協会機関誌に毎号掲載した。  

⑦ 当協会の令和３年度労働災害防止計画を定めた。（５月）  

⑧ ２０２１年の安全衛生活動の現状調査票を会員企業に送付した。（１１月） 

 

(5) 収集運搬委員会 

① 委員会を５月１４日・９月１４日・２月９日に開催した。  

② ５月２１日に、収集運搬実務担当者 (配車･安全 )座談会を、オンラインで  

開催した。  

＜内容＞  

第１部 ①  白井エコセンターにおける収集運搬業務の管理  

②  廃棄物収集運搬事業の DX ～未来への可能性～  

第２部 「実務担当者による座談会」  

     テーマ：コロナ対策、配車担当者の悩み、働き方改革  

③ ７月５日、中間処理委員会との合同委員会を開催した。  

  ＜議題＞  

 ・危険物の取り扱い方  

 ・中間処理後の残渣物（リサイクル物）の遠距離輸送のための、  

運搬の効率化策  



 

 

 ・中間処理施設での荷降ろし待ち時間の削減方法  

④   ９月１４日、委員会内にて「ドライバー・作業員の雇用維持について」の  

意見交換を行った。その内容を機関誌「とうきょうさんぱい」第３７４号へ  

掲載した。  

⑤ １１月１６日、「事例から学ぶリスク管理」オンラインセミナーを開催した。  

                           〔本議案書 P8 3.(3)-1)-③ 参照〕 

 

(6) 中間処理委員会 

①  ６月２８日に（一社）日本化学工業協会と今後のケミカルリサイクルの 

あり方に関する意見交換を行った。プラスチックのリサイクル３手法（MR・ 

CR・ER）の説明やリサイクル率、プラスチックの資源循環、地球温暖化対策  

に向けた取組について講演いただいた。  

②  ７月５日に収集運搬委員会との合同委員会を開催した。  

③  再資源化工場の施設見学を予定していたが、コロナ禍で中止した。  

④  １１月１１日に SDGｓ12 及び 17 に関わる事業について㈱イーシス（賛助

会員）より講演いただいた。  

⑤ 破砕・圧縮分科会では、リチウムイオン電池のリサイクルルートの確立に  

ついては、リサイクル会社と会員企業が直接行っているため、協会は入らない  

こととなった。５月２５日には、京都大学准教授を講師に招き「ごみと SDGs

～この風を逃がさないために～」と題し講演いただいた。（４３名参加）  

⑥ 焼却分科会では、１０月８日に各社の取組の動向について情報共有した。  

専務理事より、感染性廃棄物処理フロー・プラスチック資源循環について   

講義を受けた。  

⑦ 中和・脱水分科会では、処理業者の営業向けセミナー「流動性廃棄物のＷ  

ＤＳの運用方法と留意点」をＷｅｂで令和４年１月２４日に開催した。液状廃  

棄物に特化した事故事例など具体的に講演いただいた。（４０名参加）  

 

（7） 建設廃棄物委員会 

① 委員会を７月９日・１２月２１日の２回、１０月１５日に勉強会を 1 回 

開催した。 

・四団体合同勉強会 〔本議案書 P2 １.(2)-1)-① 参照〕 

② 建設混合廃棄物分科会を２月１４日に開催し、第四次産業革命（AI・IoT） 

がもたらす技術革新や超スマート社会の DX 化について説明が行われた。 

③ 建設汚泥・再生砕石分科会では、４月２６日に東京都環境局と再生砕石の普   

及拡大について意見交換を行った。６月２１日・７月９日に東京都への要望事  

   項を検討した。２月１５日に東京都のパブリックコメント「東京都建設リサイ   

  クル推進計画（改定素案）」に対して、分科会の意見を取りまとめ都市整備局  



 

 

あてに提出した。 

 

(8) 医療廃棄物委員会 

① 委員会を５月１８日・７月１９日・９月３０日・１１月２２日に開催した。 

②  ８月１１日付で医療関係機関等の排出事業者に対してお願いする事項（感染 

性廃棄物は容器に８割程度収納し、容器個数を増やさない。）をまとめた文書

を作成し、８月２４日に (公社 )東京都医師会に説明した。当協会会員には

送付済み。１０月１８日に（一社）東京都病院協会の会員３６１件へ同様の文

書を送付した。東京都医師会発行の「都医ニュース」令和４年３月号に掲載し

ていただいた。 

③ 医療廃棄物合同懇談会（東京・神奈川・静岡）の開催はコロナ禍のため中止

となった。 

④ 施設見学会はコロナ禍のため中止した。 

 

(9) 多摩支部 

① 多摩支部会・研修会 

６月１１日に多摩支部幹事会・支部会・講演会・研修会を開催した。支部会  

では、令和３年度の活動計画の報告と、多摩支部会の副支部長を１名増員とす  

る規約改定の承認を得て副支部長を選出した。（７月１４日の理事会で承認済） 

講演会では、「女性の観点からの安全衛生」と題し講演会を開催した（２７名  

参加）。研修会は、緊急事態宣言中のため行政より書面で行政情報の報告があ  

った。  

② 施設見学会 

１１月２６日コミュニケーション委員会主催の施設見学会を行った。リサイ  

クル率８８％の比留間運送㈱伊奈平工場を視察し、ケミカルリサイクルのため

の破砕の様子や、遠赤外線を使っての選別など幅広い中間処理工程を見学し、

有意義な見学会となった。見学会終了後は、３密にならないよう野外での懇親

会を行った。  

③  多摩支部幹事会及び適正処理意見交換会 

令和４年２月１８日に、多摩支部幹事会、多摩環境事務所廃棄物対策課と八  

王子市廃棄物対策課との適正処理意見交換会を予定していたが、まん延防止等  

重点措置が発令中のため中止した。  

 

(10)  青年部 

青年部幹事会はＷｅｂ開催幹事会を含めて計１１回行った。 

①   総務・広報委員会  

（各事業の受付業務及び会計報告、各事業の記事写真等の広報担当）  



 

 

・青年部員間で部員をよく知り仲間意識を高めるため、月２名程度の部員紹  

介記事作成を目標に部員紹介インタビューを実施する予定だったが、長引  

くコロナ禍により、今期は年４名のみの実施となった。    

・内容は（公社）全国産業資源循環連合会青年部協議会インターネット情報  

『れん楽網』に載せ、部員内で情報共有を図った。  

② 研修委員会  

（経営層だけでなく、全部員にとっても個のスキルアップや魅力ある研修

会・勉強会担当）  

・１０月２７日に行った青年部幹事会終了後、ウエノテックス㈱担当者をＺｏ

ｏｍ上にお招きし、オンライン研修会を行った。  

当日の様子は機関誌「とうきょうさんぱい」第３７６号に掲載した。  

③ コミュニケーション委員会  

（青年部間のコミュニケーションを取りやすくする仕掛けを積極的に実施、   

各事業後の懇親会担当）  

・１１月１７日には女性部と合同にてオンライン施設見学会を行った。当日 

の様子は機関誌「とうきょうさんぱい」第３７７号に掲載した。また、施設 

見学会後はオンライン懇親会も行った。 

④ その他  

・５月２５日に定時総会を開催した。（役員のみ出席、部員は書面にて実施） 

・今期も賀詞交歓会は中止とした。  

・（公社）全国産業資源循環連合会青年部協議会・関東ブロック賀詞交歓会は  

今期も開催中止となった。総会・全国部会長会議は Web 会議にて参加した。  

 

(11)  女性部 

女性部幹事会はＷｅｂ開催幹事会を含めて計１２回行った。 

① 営業チーム 

・１１月１７日の幹事会後に青年部主催のオンライン施設見学会に参加した。 

② 総務・経理チーム 

・９月１６日の幹事会後に防災食セミナーを開催した。当日の様子を機関誌   

  「とうきょうさんぱい」第３７４号に掲載した。 

③ 経営・経営企画チーム 

・６月１７日に「働く女性のための分子栄養学」についての勉強会を開催 

した。当日の様子を機関誌「とうきょうさんぱい」第３７１号に掲載した。 

・１２月１６日に協会役員を講師とした勉強会を行った。当日の様子は機関

誌「とうきょうさんぱい」第３７８号に掲載した。 

・２月１７日に「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」に 

ついてオンライン勉強会を行った。当日の様子は機関誌「とうきょうさん



 

 

ぱい」第３８０号に掲載予定。 

④ その他 

・１１月１９日開催関東地域協議会女性部会オンライン意見交換会「2021 

女性部会のつどい on the web」に参加した。 

・ベルマーク回収事業の報告を機関誌「とうきょうさんぱい」第３７７号に

掲載した。 

・ペットボトルキャップ回収・売却事業の報告を機関誌「とうきょうさんぱ

い」第３７９号に掲載した。 


